
繍
満
洲
實
録

　
　
　
東
洋
史
研
究
倉
．
叢
輯
第
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
西
春
秋
繹
稿

　
若
書
は
、
今
囲
我
が
東
洋
史
研
究
魯
の
叢
刊
第
一
と
し
て
推
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
Q

　
浦
洲
實
録
は
溝
朝
太
秘
奴
見
吟
赤
の
事
蹟
を
實
録
し
た
も
の
で
漢
文
を
巾

央
に
浦
文
（
上
）
蒙
交
（
下
）
の
三
膿
を
以
て
俳
記
さ
れ
た
八
巻
八
溺
よ
り
成
る

色
本
に
し
て
中
に
八
十
鍛
面
の
縮
圃
を
挿
入
し
て
み
る
の
が
著
し
い
特
色
で

あ
る
。
内
藤
湖
南
博
士
は
早
く
日
露
戦
孚
常
時
之
を
奉
天
故
宮
の
巣
護
閣
内

に
畿
製
し
、
つ
い
で
藝
文
誌
上
（
第
三
年
三
朝
里
酬
期
の
更
料
）
に
紹
介
せ

ら
れ
、
「
糟
入
り
の
満
洲
實
録
は
、
太
㍊
一
代
の
事
跡
に
隔
て
は
、
我
が
三
三
清

三
覇
三
一
と
殆
ど
同
一
の
三
値
あ
る
こ
と
、
殊
に
満
洲
一
三
は
そ
の
浦
蒙
爾

文
を
備
へ
て
流
洲
蒙
古
の
原
語
の
意
義
を
正
確
に
傳
へ
る
鮎
に
於
て
長
所
が

あ
る
e
」
と
て
そ
の
資
料
と
し
て
の
債
値
を
高
く
許
儂
さ
れ
て
以
來
吋
般
學
界

の
注
倒
を
5
1
く
灰
と
な
っ
た
が
、
如
何
せ
ん
そ
の
書
の
性
質
上
、
常
人
の
披

見
は
牟
ば
不
可
能
視
さ
れ
て
る
た
。
偶
々
民
國
十
九
年
遼
寧
（
奉
天
）
通
志
館

は
こ
の
書
よ
り
漢
交
と
天
栄
と
を
抽
等
し
、
同
大
に
影
印
刊
行
し
た
が
、
満

洲
實
録
は
、
前
翅
の
如
く
瀟
∵
漢
・
蒙
三
三
の
叢
記
に
よ
っ
て
成
る
と
は
云

へ
、
特
に
そ
の
墓
、
底
を
罪
す
も
の
は
噺
出
馬
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
が
尤
も
電
要

硯
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
故
ら
に
満
…
階
隠
丈
を
削
除
し
た

爲
、
折
角
の
企
て
も
徒
ら
に
吾
等
を
し
て
、
未
見
の
満
・
蒙
文
に
郵
す
る
憧

憬
の
念
を
高
め
し
め
る
と
謂
ふ
結
果
を
獅
ら
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
る
に

二

野

か
ね
て
満
洲
國
文
化
の
宣
揚
を
使
命
と
す
る
属
瀾
文
化
協
會
は
、
か
」
る
學

界
の
彌
望
に
副
ふ
べ
く
改
め
て
奉
天
測
欝
崇
謹
閣
護
強
盛
洲
實
録
の
影
印
複

製
本
の
出
刊
に
着
手
し
、
昨
年
（
昭
和
十
年
）
八
月
途
に
そ
の
完
成
を
み
た
。

今
西
三
士
は
實
に
こ
の
臼
滴
文
化
協
會
本
に
擦
っ
て
そ
の
講
文
を
凝
諜
し
た

も
の
で
あ
る
。
脚
ち
、
濾
交
を
メ
レ
ソ
ド
ル
フ
の
法
に
依
り
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ

し
て
之
に
結
語
的
弓
課
を
施
し
た
葵
漂
、
版
洋
紙
約
四
胃
頁
を
緻
へ
る
雄
珊
で

猶
三
頭
に
三
論
、
巻
尾
に
入
名
地
名
索
引
表
が
添
附
さ
れ
て
あ
る
が
、
前
者

よ
り
は
清
初
史
研
究
に
封
ず
る
氏
の
潔
遠
な
造
詣
の
片
鱗
．
が
窺
は
れ
、
叉
後

者
よ
り
は
こ
の
種
満
∵
蒙
交
資
料
の
緬
讃
に
際
し
常
に
感
ぜ
ら
れ
る
困
難
を

排
除
せ
ん
と
す
る
周
到
な
る
注
意
の
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
そ
の
滅
尽
良

心
性
の
奥
床
し
さ
が
し
の
ば
れ
る
。
更
に
、
太
稿
ほ
氏
が
維
…
か
歳
絵
の
短
時

臼
の
問
に
能
く
難
解
の
満
文
を
克
服
讃
謬
し
、
且
つ
濁
力
謄
爲
出
塁
さ
れ
た

書
で
あ
る
こ
と
に
愚
ひ
至
る
時
、
そ
の
努
力
の
訪
に
吾
人
は
通
運
目
的
の
纏

敬
を
…
梯
ほ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
、
課
稿
を
．
近
い
て
薪
に
痛
感
さ
れ
る
こ
と
は
、
満
文
が
古
拙
素
朴
で
は

あ
る
が
生
々
と
し
た
生
命
を
以
て
彼
等
女
紅
部
族
の
糺
愈
生
活
を
如
實
に
描

き
出
し
て
み
る
様
は
到
底
漢
文
の
比
で
な
く
、
そ
れ
丈
に
今
猛
、
未
開
拓
の

分
野
と
し
て
放
置
さ
れ
て
る
る
女
郎
旋
瀧
會
の
考
究
に
無
限
の
根
木
的
資
料

を
蝿
供
し
て
み
る
と
謂
ふ
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
現
存
浦
文
墨
棺
が
太
羅
己
未

の
年
以
前
を
鹸
如
し
て
る
る
に
於
て
は
、
こ
の
方
面
に
鮒
す
る
弁
解
才
子
浦

交
の
資
料
的
慣
値
は
最
高
に
評
慣
さ
れ
て
も
決
し
て
過
大
に
は
失
し
な
い
で

あ
ら
う
o
i
假
令
、
太
融
武
皇
宗
轡
…
録
講
書
に
多
少
の
期
待
は
繋
ぎ
う
る
と

し
て
も
。

第
二
十
ご
巻
　
第
一
魏
　
　
二
…
・
五

（2ユ5）



紹

介

　
か
く
て
、
先
き
に
那
別
通
世
博
士
の
邦
課
元
朝
秘
史
即
ち
成
吉
思
汗
實
鋲

を
有
し
、
こ
Σ
に
又
今
西
學
士
の
和
課
瀬
洲
實
録
を
手
に
し
え
た
吾
等
は
、

爾
書
の
外
に
、
突
．
厭
碑
文
・
ヒ
〔
嘗
§
）
慾
毒
駅
古
源
流
・
灘
瀕
老
差
等
直
接

彼
等
の
手
に
成
る
始
源
的
資
料
を
手
事
り
に
、
今
H
殆
ん
ど
階
闇
に
等
し
い

北
方
蝿
族
の
部
族
就
會
紐
織
の
究
明
に
…
遇
溢
す
べ
き
で
あ
る
。

　
序
で
乍
ち
、
本
謬
稿
を
通
讃
し
て
ニ
魚
眼
に
つ
い
た
鮎
を
書
き
留
め
て
課

渚
へ
の
敬
意
と
し
よ
う
Q

　
謬
語
の
不
統
一

　
例
へ
ば
、
8
0
ぎ
陶
三
饗
巨
窪
を
「
兵
の
人
々
」
「
兵
の
者
」
「
軍
の
人
々
」
と

し
、
三
塁
を
轡
ハ
石
。
旨
輿
殊
・
珠
玉
。
号
ヨ
p
鍵
を
基
覗
・
始
祀
Q
｝
お
8
昌
｝
ざ
§
一

を
城
廓
・
城
邑
（
谷
七
で
』
。
。
）
と
し
て
み
る
如
き
、
叉
撃
手
ロ
に
村
・
塞
（
或
は

鰹
）
柵
の
三
語
を
混
用
・
し
、
巴
μ
蕾
菊
澱
巳
P
募
炉
一
き
鳩
崔
＝
瞭
尋
を
齊
し
く
族
と

謬
し
、
H
り
巴
騨
は
殆
ん
ど
姓
と
し
て
あ
る
が
時
に
族
（
巻
六
℃
．
謬
）
と
し
て
み

る
な
ど
の
こ
と
は
部
族
の
組
織
を
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
に
往
々
概
念
の
混

溝
を
惹
き
起
さ
し
め
る
。

　
適
は
し
く
な
い
課
語

　
例
へ
ば
、
三
差
ロ
｝
”
鉱
鉱
「
親
家
の
同
じ
姓
の
」
（
巻
＝
）
疑
『
）
、
こ
れ
は
岡
姓

婚
を
濃
し
て
る
る
如
き
考
に
陥
ら
し
め
る
恐
れ
が
あ
る
。
ぎ
養
薦
σ
q
嵩
「
同
族
」

（
谷
二
℃
・
q
。
0
っ
）
、
こ
れ
も
清
文
調
理
・
清
文
鑑
の
如
く
、
下
下
・
轄
下
・
部

下
の
意
に
課
す
る
方
が
無
難
で
あ
ら
う
。
穿
琴
写
「
塞
」
（
巻
一
℃
・
難
）
、
こ
れ

は
山
城
或
は
山
鎭
の
暑
諜
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
o
白
β
8
貯
窪
「
ひ
と
記
し
し
（
巷
二
噴
．
疑
）
及
び
ぢ
髭
崔
【
8
c
穿
「
歩
の
兵
」

（
谷
二
℃
．
鵠
）
も
雅
で
な
い
。

第
一
二
工
T
二
谷
　
　
櫨
卿
一
瀞
酬
　
　
二
　
一
山
ハ

　
島
。
諺
無
給
頗
無
き
」
（
巻
二
℃
零
H
O
）
、
「
顔
面
な
し
」
（
三
三
Ψ
n
O
）
は
、
厚
顔

叉
は
面
目
な
し
と
す
る
方
が
よ
い
。

　
急
ζ
。
・
ぎ
含
9
「
天
お
け
ば
云
々
」
（
巻
四
ワ
猿
）
、
昏
乙
§
口
銘
に
補
講
・
授

宮
の
義
が
あ
る
が
故
に
「
天
擾
く
れ
ば
し
な
ど
と
す
る
方
が
よ
り
解
り
よ
い
。

　
①
巳
冨
「
直
黒
」
（
巻
七
唱
．
馬
ご
ほ
籔
珠
。

「
城
は
大
鷺
ら
…
…
初
め
の
地
に
…
…
」
（
巷
七
℃
．
蓉
）
、
城
大
な
ら
ん
も
…

…
初
め
て
の
地
に
…
…
の
意
で
あ
ら
う
。

　
雰
㌶
訂
写
【
σ
q
［
葺
缶
「
色
々
の
國
」
（
巻
七
℃
．
塗
）
、
諸
姓
の
國
で
は
如
何
9

以
下
は
各
所
に
出
て
く
る
語
で
あ
る
が
、

　
げ
o
o
「
家
」
、
こ
の
字
は
恐
ら
く
巨
歩
蒙
古
入
の
常
套
語
な
る
び
p
o
と
同
じ
く

「
包
」
の
暑
謬
で
あ
ら
う
。

　
〔
ざ
H
o
政
・
法
・
禮
・
道
の
義
で
、
突
厭
碑
丈
に
も
騒
々
用
ひ
ら
れ
て
る

る
0

　
5
巽
σ
q
窪
「
賢
人
」
（
巷
一
℃
・
駐
註
）
、
本
來
こ
の
語
は
善
射
人
・
善
言
人
の

義
で
あ
り
（
蒙
古
語
も
同
檬
）
狩
独
に
於
て
多
く
獲
物
を
う
る
人
を
以
て
麓
敬

醜
し
た
こ
と
が
窺
は
れ
て
興
昧
深
い
。

　
鍋
三
自
鼠
犀
Φ
餓
自
①
「
天
の
恩
谷
に
」
（
巻
三
℃
・
。
。
O
）
、
障
○
甑
も
ト
ル
コ
語
、
蒙
古

語
の
涙
鋒
『
落
縦
（
「
恩
悪
・
幸
一
陥
」
等
と
岡
三
続
の
も
の
で
あ
ら
う
。

　
そ
の
仙
、
全
巻
に
亙
る
も
の
と
し
て
は
、
助
詞
ぴ
。
及
び
鳥
。
が
屡
々
混

同
し
て
謬
さ
れ
て
る
る
の
が
属
立
つ
。
又
原
文
に
は
助
詞
は
な
く
と
も
國
語

と
し
て
必
要
な
所
に
は
括
弧
で
も
入
れ
て
テ
ニ
ヲ
ハ
を
附
し
て
欲
し
い
。

　
動
詞
の
未
卜
形
一
尾
お
と
希
望
形
尾
町
と
を
使
ひ
分
け
る
に
苦
心
の
跡
は

充
分
窺
知
し
う
る
が
、
頻
出
す
る
前
者
に
弱
し
て
は
機
に
参
じ
て
今
少
し
適

（9王G）



當
な
語
法
を
工
夫
す
べ
き
無
地
が
見
出
さ
れ
る
。

　
猶
、
二
三
疑
問
の
儘
に
し
て
あ
る
所
を
み
た
が
、
こ
れ
ら
の
個
灰
は
魚
文

と
比
較
封
．
照
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
Q

　
以
上
、
秩
序
な
く
遡
、
細
な
鮎
ま
で
も
探
り
畢
げ
た
が
、
要
す
る
に
舷
て
出

づ
べ
き
決
定
版
を
よ
り
完
か
ら
し
め
ん
、
と
の
微
意
よ
り
繊
で
た
も
の
に
外
な

ら
な
い
が
故
に
、
こ
の
黙
、
諜
者
も
必
ず
や
諒
と
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
最
後
に
、
吾
等
は
敬
震
の
念
を
以
て
北
東
の
決
定
版
へ
の
精
進
を
期
待
す

る
と
共
に
、
そ
れ
が
一
段
も
早
く
出
刊
さ
れ
て
、
今
後
浦
洲
史
研
究
の
如
何

な
る
論
文
に
在
っ
て
も
、
常
に
氏
の
和
月
浦
洲
實
録
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
を

整
ん
で
止
ま
な
い
。
（
秋
貞
實
逡
）

史
選
科
研
究
年
報
　
第
三
輯

小
堂
賢
覧
誇
大
前
文
政
畢
部
刊

　
本
書
鶴
牧
の
論
文
は
三
井
齋
考
〔
桑
田
六
郎
〕
・
目
明
交
通
史
上
の
所
謂
門

鑑
宣
徳
爾
要
約
の
疑
問
と
其
世
相
（
小
葉
田
淳
〕
・
南
洋
日
本
町
の
盛
衰
－
逞

羅
臼
本
町
の
盛
衰
－
〔
岩
生
成
じ
の
三
で
あ
る
。
此
の
中
便
宜
上
桑
田
氏
の

三
佛
齊
考
に
就
き
聯
か
記
し
以
っ
て
本
書
の
紹
介
に
代
へ
る
こ
と
」
し
度

い
。
先
づ
其
内
容
を
讃
む
に
緒
言
・
赤
土
・
室
利
佛
逝
・
三
黒
雨
の
四
章
に

分
か
つ
て
る
る
。
緒
言
に
於
て
は
唐
時
代
に
は
室
利
佛
逝
、
宋
代
に
は
三
佛

齊
の
名
を
討
っ
て
支
那
に
入
貢
し
て
贋
る
ス
マ
ト
ラ
の
王
國
に
閣
…
す
る
從
來

の
談
研
究
の
結
果
に
閾
…
し
て
記
さ
れ
、
三
期
の
獲
展
が
あ
っ
た
と
し
、
其
遊

を
辿
っ
て
問
題
の
進
展
を
明
示
す
る
と
共
に
、
現
在
に
於
け
る
問
題
の
所
在

紹

介

を
指
摘
し
て
居
る
。
第
二
節
の
「
赤
士
」
は
添
書
の
南
螢
傳
に
記
載
さ
れ
ご
居

る
赤
土
國
は
南
洋
の
凡
慮
に
あ
る
か
に
就
い
て
所
見
を
披
濾
し
た
も
の
で
、

（｝

j
晴
使
が
馬
來
牛
島
東
海
岸
に
滑
う
て
雨
下
せ
る
こ
と
、
（
二
）
帳
代
に
は

赤
土
國
の
名
な
く
、
国
書
に
は
室
利
息
漸
な
く
、
蒲
亀
画
塾
の
説
述
が
似
て

居
る
こ
と
、
（
三
）
賢
叉
爾
…
國
の
四
至
が
一
致
寿
て
居
る
等
の
諸
善
か
ら
階
の

赤
土
國
は
唐
の
蜜
利
佛
逝
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
た
。
第
三
節
「
野
荒
佛
逝
」
の

條
に
於
て
は
唐
僧
断
篇
に
依
っ
て
初
め
て
正
確
に
支
那
に
紹
介
さ
れ
る
に
至

っ
た
室
利
佛
逝
は
ス
マ
ト
ラ
の
窄
巴
・
琶
ぴ
婁
σ
q
な
る
こ
と
を
朗
謹
し
、
更
に
既

國
の
唐
へ
の
入
貢
に
就
い
て
記
し
て
居
る
。
唐
代
の
記
録
に
依
る
と
室
利
回

癒
が
始
め
て
入
貢
し
た
の
は
唐
高
宗
の
威
享
年
間
で
、
其
以
後
玄
宗
の
天
寳

元
年
の
入
貢
を
最
後
と
し
、
昭
宗
の
天
砧
元
年
に
至
る
迄
、
全
く
入
貢
が
杜

絶
し
た
。
其
理
由
は
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ
ち
う
か
。
こ
れ
は
九
…
世
紀
の
前

孚
に
於
て
室
利
佛
逝
の
園
力
が
不
振
に
立
至
っ
た
結
果
と
思
ふ
。
然
る
に
孚

面
隣
國
の
詞
陵
一
瓜
暁
i
が
天
恩
以
前
に
入
貢
す
こ
と
少
な
き
に
反
し
て
、

大
暦
、
元
和
年
間
頻
繁
に
入
貢
し
て
居
る
。
こ
れ
邸
ち
爾
闘
の
盛
衰
を
示
す

も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筒
ほ
進
め
て
言
へ
ば
、
大
難
、
元
和
翻
ち
入
世
紀

の
後
牛
か
ら
九
世
紀
初
め
に
亙
る
詞
陵
の
活
動
・
は
…
則
ち
ジ
ヤ
バ
の
燃
．
邑
。
｝
乙
養

家
の
活
動
を
意
昧
し
て
滑
る
。
と
こ
ろ
が
此
の
瓜
畦
の
～
ま
芝
屋
家
ほ
室
利

島
癒
王
家
と
閾
…
係
を
生
じ
、
後
者
も
亦
紛
濠
邑
冠
家
と
な
り
、
か
く
て
此
王

家
に
岱
つ
（
室
利
佛
齊
の
國
勢
不
振
が
挽
回
さ
れ
た
。
天
赫
元
年
の
喜
泣
國

入
貢
は
か
x
る
黙
情
に
二
つ
く
も
の
と
家
憲
さ
れ
る
Q
第
四
節
「
三
佛
齊
」
の

條
に
於
て
は
麿
代
室
利
佛
齊
と
製
し
た
國
が
帯
代
に
は
三
佛
務
と
し
て
盛
ん

に
入
貢
す
る
の
で
あ
る
が
何
故
に
簑
利
佛
齊
が
竃
馬
齊
の
文
字
に
提
換
え
ら

策
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
二
一
七
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